
令和 8年度 翔望会 スキルアップ講習会の実施結果 

 

１ 内 容 

避難設備マイスターの講演が不可となったため、協会主催の「技術者育成講習会」に共

催した。避難設備の講演にて、実務で生じた疑義を事前に質問として投げかけ、講習会の

内容に盛り込んでもらう事で、具体的な解説を行ってもらった。避難器具の実機体験も行

い、避難設備に関してより深く学習を行った。 

 

２ 実施日時 

令和 8年 10月 8日（木） 9時 20分～16時 20分 

 

３ 実施場所 

広島市総合防災センター    広島市安佐北区倉掛二丁目 33番 1号 

 

４ 受講者 

  ２６名   内訳 【翔 望 会】１３名  北、金田、平野、他各員事業所職員 

【一般会員】１３名 

 

５ 講習内容（技術者育成講習会及びスキルアップ講習会） 

時 間 講 習 科 目 講 師 等 

 9:30∼10:20 

(50分) 

・表示登録会員の責務について 

・点検技術者の接遇について 

・点検実施上の留意事項について 

(一財)広島県消防設備協会 

消防用設備等技術指導員 

10:30∼12:00 

(90分) 

防火シャッターの構造及び 

点検要領等について 

三和シヤッター工業株式会社 

 専任次長  中内 勝也 様 

13:00∼15:00 

(120分) 

避難器具の工事、整備及び点検 

要領等のポイントについて 

オリロー株式会社 

 常務取締役 松本 剛司 様 

15:10∼16:10 

(60分) 

避難器具等の使用方法について 

（避難器具等使用要領、濃煙体験、屋内消火

栓、消火器等の使用方法の習得） 

防災センター 指導員 

16:10∼16:20 まとめ・アンケート調査  

 

６ 総評 

 アンケートの回答も好評の意見であった。講習内容について、写真やイラスト、動画が

あることや、メーカーならではの視点で、なぜ行うのかに対する理由や必要性について

の説明が具体的であったため、理解しやすい内容であった。 

また、濃煙体験、避難器具体験については、点検や訓練等で説明はしていても実際使用

したことが無い受講者も多く、自身が体験することで注意する点、訓練等で説明が必要

な点が発見できたという意見もあった。 


